
専用工具（KG-1またはKG-2）またはソケットレンチ（対辺24）、モンキーレンチ2本、マイナスドライバー

SF-NA471S型ナビッシュ（エコセンサー付）

1.施工の前に

安全上のご注意

施工前のご注意

施工完了図

ゴールデンウィーク、

SF-NA471S型

SF-NA471SN型

●品番によっては、図と現品の形状が一部異
なります。
●シンク深さ(厚み含む）*1寸法が220mm以
上の場合は*2寸法が145ｍｍ以上ないと、
バルブがシンクと干渉し施工できません。*1
寸法が220mm以上かつ*2寸法が145mm
未満の場合は当社お客さま相談センターま
でお問い合わせください。

●水栓取付面から上方425mmより低い位置
に棚や物がある場合は施工できません。

●使用時には、375mm以内に他器具（昇降
キャビネットの取っ手を含む）のないよう
にしてください。

●水栓取付面からシンク下の底板（棚板）まで
の距離が540mm以上ないと、ホース収納
時に底板（棚板）との干渉が大きくなり、
使用上問題はありませんが、ホース収納性
が悪くなります。

●コンセントは電源コードの届く範囲で、床
面より高く水のかからない位置に設置して
ください。

PMS-2170(18113)

施工説明書

お客さま相談センターまで

09

本製品の仕様と条件

0.8W 1.9W

給水圧力≧給湯圧力 (※2)

※1：飲用可能な井戸水とは、水道法に定められた飲料水の水質基準に適合する水をいう。
※2：給湯圧力が給水圧力よりも高い場合、正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。
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C:裏面取付作業
　必要スペース

図1.裏面取付作業必要スペース寸法（1：5）
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中心振分けの場合
A:取付可能穴径 φ37±2mm
B:取付可能カウンター厚さ 6～30mm
C:裏面取付作業必要スペース寸法 図1に示す範囲以内
D:給水・給湯止水栓芯々寸法 200±10mm
E:水栓取付面から給水・給湯用止水栓中心までの寸法 400±10mm
F:水栓中心から給水・給湯の止水栓接続中心までの寸法 0～-50mm
G:止水栓の標準寸法 30～35mm
H:水栓中心から給水・給湯芯々の中心までの寸法 0mm

80～100±10mm
360±10mm

120～150mm

片側偏心の場合

カウンター取付穴径
φ37±2

カウンター取付穴径
φ37±2

*2

H
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給水圧力は必ず給湯圧力以上にしてください。
※正常な調節ができなくなり、ヤケドをする恐れがあります。

（一般的な行動指示記号です。）



3 .施工方法

2.施工手順

部品の確認

水栓を固定する

ホースの先端が固定軸の中にかくれるまでハンドシャワーを引き出す。

センサーコードを先にアダプターに挿入し、続いて給水・給湯ホースを挿入する。
水栓本体が正面を向くように水栓取付穴に挿入する。

馬蹄金具を固定軸に挿入してナットで締め付ける。3.

ポイント
ホースの先端が固定軸の中に
かくれた状態で取付穴に挿入
してください。

逆止弁ソケット・給水バルブと止水栓の接続
水栓を固定

先端のキャップはそれ
ぞれ接続する直前まで
外さないでください。
※Oリングに傷がつい
たりゴミがかみ込む
ことで漏水の原因と
なります。

傷や破損の
原因になり
ます。

センサーコードをはさまないように
してください。
※コードが破損し、発火・ショート
・感電の原因になります。

●馬蹄金具から手を
離しても落ちてこ
ないように、一時
的に固定軸に引っ
掛けられるように
なっています。

●センサーコードをはさ
み込んだり、引っ張っ
たり、銅管にからませ
ないでください。
　※コードが破損し、

発火・ショート・
感電の原因になり
ます。

●別売の専用工具（KG-1
またはKG-2)もしくは
市販のソケットレンチ
　（対辺24）を使用して
ください。
　※ナット締付不足に
よりガタつきやキャ
ビネット内への漏水
の原因となります。

　　

●固定軸にキー溝（大、
小）があるため、馬蹄
金具をキー溝に合うよ
うに取り付けてくださ
い。

●専用工具が入り
にくい場合は、
銅管を曲げて銅
管とナットの間
にスペースを作
ってください。
（曲げ角度は5°
以内のこと。）
※曲げすぎると
配管を傷つけ
漏水の原因に
なります。

寒冷地の場合

給水バルブ

給水バルブ側を
水側に取付ける

給水バルブ側を
水側に取付ける

水側 水側

バルブASSY

白 赤

黒

白 赤

黒

水抜式逆止弁付
ソケット

逆止弁ソケット
ASSY

給水バルブ

水抜栓

ポイント

湯側と水側でストレーナ付パッキンの位置が異なりますのでご注意ください。

逆止弁ソケット・給水バルブと止水栓の接続

抜け止めカバー・固定リング・樹脂キャップを外す。

逆止弁を湯側止水栓に、給水バルブを水側止水栓に固定する。

パッキンおよびストレーナ付パッキンの紛失に
注意してください。
※漏水の原因になります。

メインバルブ・給水バルブはチューブで接続されています。バルブ間の
チューブを引っ張ったり、バルブを落下させたりしないでください。
※破損してケガをしたり、漏水や故障の原因になります。

2

開放ボタン

●給水バルブを固定する

給水・給湯ホースと逆止弁ソケットの接続

給水・給湯ホースを逆止弁ソケットに差し込む。

●給水・給湯ホースの差し間違えに
注意してください。
※水を出そうとしても、湯が出て
ヤケドをする恐れがあります。

●必ず逆止弁ソケットを止水栓に
固定してから給水・給湯ホース
を接続してください。
※漏水の原因となります。

●ホースを曲げる場合は、曲げ半径
30mm以上確保してください。
※漏水の原因となります。

Oリングに傷をつけたり
ゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因となります。

3

ポイント
コード先端に黒のコネクターがついてい
るバルブが給水バルブです。
給水バルブを水側に取り付けてください。

ポイント
床や安定した台にタオル等のやわらかい布を敷い
て、その上にメインバルブを置き、給水バルブを
施工してください。

寒冷地用の場合

落下注意

引っ張らない 落下させない

●給水バルブと
　逆止弁ソケットASSY
　を固定する●逆止弁ソケットASSYの

　樹脂キャップを外す

寒冷地用の場合

●右図のように、給水バル
ブ本体は必ず止水栓の右
側に取り付け、コードが
出ている部分を後ろに向
けてください。
※発火、ショート、感電、
故障の原因になります。

●締付けはナット部にしっかりと固定してください。
※締付けが不十分であったり強く締め付けすぎると、漏水の原因になります。　
●（寒冷地用の場合）逆止弁ソケットASSYの開放ボタンは操作できる向きに施工してください。
※開放ボタンが操作できないと、水抜きができなくなり、漏水の原因になります。　　　　　

●ストレーナ付パッキン（水側のみ）の 向きに注意 してください。
※正しく取り付けられていないとゴミが詰まりやすくなり、
流量が少なくなることがあります。

給水バルブ

エルボ

●給水ホースが差し込みにくい場合には、エルボを
傾けて差し込んでください。

逆止弁ソケット
ASSY

ポイント

給水バルブが障害物と干渉してしまう場合
には、ソケットの上についているエルボの
向きを壁側に回転させた後、ソケットを固
定して干渉を回避してください。

ソケット エルボ

給水バルブ

障
害
物

給水バルブ

メインバルブ

差
し
込
む給湯ホース

湯（H）表示
シール

給湯側止水栓

給水側止水栓

●給湯配管には、給湯ホースのみ接続してください。

品番シール

給水
バルブ

給水バルブ

ソケット

回
転
す
る

エルボ

障
害
物

クリップに触れると
けがをする恐れがあ
ります。

湯（H）表示シール
を確認する



黒

黒

4 .施工後の調整
以下の手順の通り、正しく調整してください。

ホース収納性の確認

ハンドシャワーを出し入れし、ホースが給水・給湯ホース・電磁弁等と干渉せず、スムーズ
に上下に動くことを確認する。

5

クリップに触れる
とけがをする恐れ
があります。

ポイント
上図の「コードクランプ　」は、4つのコネクターよりも下方
に設置してください。
※漏水や結露により水滴がコードを伝わった場合に、
　コネクターに到達しないようにするためです。

電源部の接続

キャビネットの背板にコードクランプを
取り付ける。
（下図2か所は必ず付けてください。）

背板に沿ってセンサーコード、電磁弁コー
ド2本を湯側止水栓の上から左へ通す。

コネクターを接続する。

コードをコードクランプでキャビネット内
に固定する。（5～6か所）

ACアダプターをコンセントに接続する。

施工後タグを水栓本体のハンドル部に取
り付けてください。6.

3.

5.

4.

センサーに手をかざして、湯水センサー、エコセンサーの吐水・止水を確認する。

センサーまたはレバーハンドルを閉じて止水し接続部からの漏水がないか確認する。5.

4.

濡れた手で触れたり、水がかからないよう十分注意
してください。
※発火・ショート・感電・故障の原因になります。
　　　

コード類とホース等が絡まないようにしてください。
※発火・ショート・感電の原因になります。　　　

6

ポイント

作動確認

ACアダプターがコンセントに正しく差し込まれていることを確認する。

メインバルブの手動弁が「左いっぱい」に回っていることを確認する。

3.

●感知エリアは右図のように
なっています。
●約3秒間手をかざし続ける
と自動的に止水します。
●10分間吐水が続くと自動的
に止水します。
●エコセンサーで吐水した場
合は、レバーハンドルに関
係なく、吐水・止水します。
流量調節はできません。

本製品には安全のため、圧力逃がし弁（約2MPa）を内蔵して
います。配管の耐圧検査（1.75MPa以上）を行うときは、
止水栓を閉めて実施してください。
※圧力逃がし弁が作動し、正しく検査ができなくなります。 

1

ポイント
手動弁は工具を使わず手でゆっくり回してください。

左いっぱいに回さないと止水不良（センサーに手を
かざしても水が止まらない）の原因になります。

高温に注意してください。
※レバーが湯側になっていると
不意に高温の湯が出てヤケ
ドをする恐れがあります。

ポイント
コード先端に赤と白のコネ
クターがついているバルブ
がメインバルブです。

ホースとメインバルブの接続

メインバルブの抜け止めカバー・固定リングを外す。

ハンドシャワーを吐水口部に収納する。

3.

ポイント
ホースが抜けて入れ
にくい場合は、ホー
スを押しながら回転
させてください。

4

給水

(小）

サーミスター
コード

(大）

●抜け止めカバーははめたままに
してください。
※リングに触れるとケガをする
恐れがあります。

固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。

●固定リングをはめ損ねないよう、
必ずしっかりとはめ込んでくだ
さい。
※外れると漏水の原因となります。

給水・給湯ホースを
上に引き、外れない
ことを確認してくだ
さい。

確　認

エコセンサー感知エリア
湯水センサー感知エリア

湯水
センサー

エコセンサー固定リングと抜け止めカバーをはめ込む。 ストッパーをホースのテープ部に取り
付ける。6.5.

固定リングをはめ
損ねないよう、必
ずしっかりとはめ
込んでください。
※外れると漏水の原
因となります。

4.
ポイント

吐出管の凸部とメインバ
ルブ側の穴位置に合わせ
てください。

メインバルブを吐出管に接続する。

●バルブを吐出管に接続する際、ホースがねじれた
り、止水栓をまたいで接続しないでください。
※ホースが破損し、漏水の原因となります。

●Oリングに傷をつけたりゴミかみがないよう注意
してください。
※漏水の原因となります。

白

赤

ホースをホースガイドの矢印のとおりに通し、ソケットを手で持ち、ホースをメインバルブの
ソケット部に差込み、ストップリングで固定する。

電磁弁

ストップ
リング

ホース継手

ポイント

●継ぎ手を接続する際はホースがねじれない
ように注意してください。
※ハンドシャワーがスムーズに引き出せ
なくなります。

ソケット

ストップリング

ソケットを手で持ち、ホースを挿入した後、ストップリングをしっかりとはめ込んで
ください。(ストップリングが外れると漏水の原因になります。)
※カチッと音がするまで差込んでください。
※ストップリングがソケットからはみ出ていないことを確認してください。

前

●継ぎ手を接続する際はホースがねじれないように注意し
てください。
※ハンドシャワーがスムーズに引き出せなくなります。
※給水チューブがねじれた場合には、給水バルブ側でよ
りを戻してください。

●ホースと給水チューブが干渉しないように施工
してください。
※ホースと給水チューブが破損し漏水の原因と
なります。

給水チューブ

ホース

ホース
給水チューブ

ホース

止水栓

開く 開く

止水栓を開き、レバーハンドルを上げる。

ストッパー

ポイント
●ホース収納がスムーズに
なるよう、吐出管を右に
軽く曲げて、ホースが
まっすぐ垂れ下がるよう
にしてください。

●ホースが引出し、配管スペース、止水栓など
に干渉する場合、吐出管を軽く曲げて、
ホースの干渉を避けてください。　　　

右に
曲げる吐出管

ホース

メイン
バルブ

メイン
バルブ

止水栓配管
スペース

配管
スペース

吐出管
吐出管を
曲げる

引出し

吐出管
吐出管を
曲げる

正面視 右側面視

背板



ポイント

ポイント
切替ユニットストッパーは、
片側にドライバーなどで取り
外すための溝があります。ド
ライバーを溝に掛けて取り外
してください。

アダプター

ストップリング

ストップリング

ドライバー

溝

ストレーナは、メインバルブと給水バルブに入っています。

吐出管
アダプター

ストレーナバルブ

アダプターの溝にストレーナを
しっかりとはめ込んでください。

ストレーナ

●センサーによる吐水・止水時にカチカチと音がするのは、電磁弁の動作音によるもので、故障ではありません。

取扱説明書
「停電および故障時の応急処置」

●
ストレーナ

ドライバー

バルブ

アダプター 吐出管

ストップリング

裏側にある切替えユニットストッパーをマ
イナスドライバーなどで引き抜く。

切替えユニットを取り付ける。4.

3.

ポイント
取り付けるときは、位置合わせ
の向きを合わせてください。

切替ユニットを外して、
ストレーナに付いたゴ
ミを歯ブラシなどで洗
剤を使わずにこすり落
とす。

●取り付け後は切替ユニットが
抜けてこないことを確認して
ください。

●切替ユニットストッパー
を取り付けるときは、溝
が吐水口側になるように
してください。

電磁弁部の手動弁を左いっぱいに回した状態で、タグをしっかり差し込んでください。
※タグがしっかり挿し込まれていないと手動弁が回り、水が止まらなくなる可能性があり
ます。

※1センサー表面の汚れをふきとる場合は、キズをつけないようにしてください。
※キズが付くと正常に作動しなくなる場合があります。

ストレーナの掃除

ハンドシャワーを引き出す。

2

お客さまが施工後すぐに使用しない場合

お客さまが施工後すぐに使用しない場合は、ACアダプターを抜くか、もしくはブレーカ
を落とす。

4

作動確認後、ストレーナを必ず掃除してください。
※ストレーナが詰まると流量が少なくなり、十分な機能が発揮されません。

ポイント
止水確認および圧抜きのため一度
センサーに手をかざしてください。

バルブの抜け止めカバーと固定リングを
外し、吐出管からバルブを外す。
※洗面器などで排出される水を受けて
　ください。

アダプターをバルブに取り付け、ストップ
リングを取り付け、吐出管に接続する。6.

5. ストレーナをアダプターに取り付ける。

ストレーナをマイナスドライバーで外し、
ゴミを歯ブラシなどで洗剤を使わずに
こすり落とす。

4.

3. ストップリングをマイナスドライバーで
外し、アダプターを外す。

ストレーナの掃除（バルブ共通）

切替ユニットのストレーナの掃除

止水栓を閉じる。
（右いっぱいに回す）

吐出管アダプター

Oリング

アダプターを取り付ける際、
および吐出管に接続する際、
Oリングに傷をつけたり、
ゴミかみがないように注意
してください。
※漏水の原因になります。

流量の調節

レバーハンドルを全開にして湯水センサーで吐水させたとき、水側または湯側のスポット微細
シャワーの流量が8L/min（※）を越える場合は、止水栓で流量調節をしてください。
（※：1リットルの容器をいっぱいにするのに約8秒）

3

ポイント
●エコセンサーによる吐水（水専用吐水）は、定流量弁
を装着していますので、一定の流量以上（3～5L/min)
は出ません。

●湯と水の流量が同じになるよう調節してください。

5 .引渡前の確認

ソケット側ソケット

給水・給湯ホースを外してから給水バルブ
を外す。

給水（給湯）の止水栓を閉じる。
（右いっぱいに回す）

ストレーナを取
り外し、ゴミ等
を歯ブラシなどで
洗剤を使わずにこ
すり落とす。

ストレーナを取り付ける。

3.

2.

ストレーナ付パッキンのゴミ等を歯ブラシな
どで洗剤を使わずにこすり落とす。

4. 給水バルブを止水栓に固定する。

ストレーナ付パッキンの掃除（給水バルブのみ）

止水栓を閉じる。
（右いっぱいに回す）

ストレーナ付パッキンの 向きに注意 してください。
※正しく取り付けられていないとゴミが詰まりやすくな
り、と流量が少なくなることがあります。

ナット

エコセンサーに手をかざしていませんか？
エコセンサーはレバーハンドルを完全に下げても
センサーに手をかざすと、吐水する構造になって
います。

ポイント
定流量弁を取り付ける場合、向きに注
意してください。

※向きを間違えると、水が止まらなく
なったり、漏水の原因になります。

●低圧時、エコセンサーで吐水すると、
シャワー散水状態が乱れ、シャワーと
して使えなくなります。
　（目安の圧力：流動圧0.1MPa以下）

●定流量弁が取り外し
にくい場合、マイナ
スドライバーで取り
外してください。給水バルブ本体

低圧時、エコセンサーで吐水した水の流量が不足しシャワーが乱れる場合には、
定流量弁を外してください。

レバーハンドルを閉じて
も､センサーで吐水する。

エコセンサーでの吐水は、

3.

ドライバー

寒冷地用の場合

低圧時、定流量弁を外さずにエコセンサーで
吐水を行っていませんか? 定流量弁を取り外す。

M.

給水バルブ

E. 湯水
　センサー

E. エコセンサー

給水チューブ

N.

寒冷地仕様の場合

寒冷地仕様の場合

水抜栓

　水抜式
　逆止弁ソケット
 （ストレーナ付）

PMS-2170(18113)

O.

L.

Oリング

ストップ
リング

給水
バルブ

施工後の調節「ストレーナの掃除」

施工後の調節「ストレーナの掃除」


